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サクラ葉中の Cs-137濃度の採取位置による違いと季節変化 
137Cs Concentration Differences in Someiyoshino Cherry Tree Leaves Collected at Different Sampling Position 

and the Seasonal Variation 
 
放射線医学総合研究所*1	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	   ○田上恵子*1、内田滋夫*1 

（TAGAMI, Keiko; UCHIDA, Shigeo） 

 
【はじめに】	 福島第一原発事故により放出された放射性セシウム（Cs）は、木本植物の地上部に付着
した一部が枝や葉から直接取り込まれて樹体中に蓄積した。現在その放射性 Cs は、木部の深部方向へ
の拡散、樹自体の生長に伴う見かけ上の希釈、さらには形成層による上下方向輸送により葉等への転流、

さらには落葉に伴って樹体外に放出等により、徐々に濃度が低下している。しかしながら放射性 Cs の
樹木中季節変化についてはあまり検討されていない。全体の分布を知るために木を伐採してしまうと連

続情報が得られなくなってしまうため、本研究では、落葉広葉樹であるサクラを対象に、連続サンプリ

ング可能な葉について採取位置を変えて 137Cs濃度変化を詳細に検討するとともに季節変化を調べた。 

【材料および方法】	 千葉県千葉市の放医研敷地内に自生しているソメイヨシノを対象とした。サンプ

リング開始は１本の木については 2011年４月下旬から、2014年 4月からさらに１本の木を追加し、比
較を行った。サンプリング位置は、樹冠外周部の新梢と幹の下位から生育した不定芽からの葉とし、そ

れぞれ適時サンプリングした。2011年 6月までは生試料の測定を行ったが、濃度が低くなったため、2011
年 7 月以降のサンプルからは 80˚C において 2 日以上乾燥させ、粉砕して減容したものを用いて測定し
た。測定には Ge半導体検出装置（Seiko EG&G）を用いた。 

【結果および考察】	 図１には 2011年からのサクラ葉中の 137Cs濃度（Bq/kg乾）の経時変化を示す。
2011 年には樹冠外周部の葉と幹から生えた不定芽では濃度差が見られないが、2012 年では不定芽の濃
度が高くなり、その後も同様の傾向が続いている。また図には示していないが、2014年に追加した木も
同様に不定芽中の濃度が高い結果であった。図１から得られる樹冠外周部の葉の環境半減期は 240日で
あったが不定芽では 460日と約 2倍長かった。以前我々は、同サンプリング区域内の柿について、樹冠
外周部の葉や果実を測定して環境半減期を求めたところ、各部位ともほぼ同様の値であり平均 230日を
得た（JER 141, 8-13, 2015）が、サクラの樹冠外部の葉と同程度であったことがわかる。今回の結果は、
幹から生えた不定芽への放射性 Csの移行の過程が樹冠外周部とは異なることを示唆している。	  
	 なお、年間を通して見ると、樹冠外周部の葉と

不定芽とも 137Cs 濃度が出芽時に高く、葉が生長
するとともに減少し、その後は秋にかけてほとん

ど変化しなかった。しかし落葉直後の葉中の 137Cs
濃度が落葉前の葉よりも低くなっていた事から、

落葉直前に Cs が葉から枝、さらには幹や根に再
転流していると考えられた。この Cs が優先的に
不定芽に利用された可能性がある。 

	 本研究の一部は，資源エネルギー庁放射性廃棄

物共通技術調査等事業費の予算で行われた。 
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図１	 樹冠外部葉と幹から直接生じた不定芽中

の 137Cs濃度の経時変化 


